
生
イ
ジ
ユ
ウ

諦
充

姓
ほ
春
秋
。
一
名
紫
、
島
。

も
と
石
川
郡
松
任
由
民
宗
東
波
田
町
興
寺
の
附
終
俗
で
あ

っ
た
。
初
め
哲
併
に

m，ひ
、
後
宮
同
合
早
田
悦
に
入
っ
て

擬
四
日
司
と
な
り
、
明
治
十
二
年
六
且
仙
剛山
寺
の
鋭
を

前
さ
れ
、
三
十
四
年
八
月
一
日
六
十
三
訟
を

以
て

即
日
。
法
名
此
法
院
。

ダ
イ
ジ
ユ
メ
大
衆
莞

金
郡
城
下
一
部
の
総
名

で
、
役
宙
は
河
北
郡
大
様
相
血
村
の
地
内
で
あ
っ
た
た

め
の
名
で
あ
る
。
大
衆
犯
巾
沼
を
挟
ん
で
政
側
の
出
直

川
が
あ
り
、
そ
れ
を
一
括
し
て
大
探
知
十
入
川
と
呼

ん
だ
。
今
大
衆
兜
巾
沼
・
大
衆
犯
片
原
町
・
上
牧
町
・

何
の
お
の
政
で
あ
っ
た
か
ど
明
瞭
で
な
い
。
し
か
し

是
か
ら
後
大
政
と
い
ふ
舌
裁
が
務
に
用
ひ
ら
れ
て
ゐ

る
や
う
で
あ
る
。
軍
政
は
能
祭
を
好
ん
だ
か
ら
、
佼

到
に
あ
る
『
非
常
の
大
教
』
か
ら
思
ひ
付
い
た
の
で

な
か
ら
号
か
。

ダ
イ
ジ
ヤ
ス
ギ
大
蛇
杉

J
オ
ロ
チ
ス
ギ
大

蛇
彰
。ダ
イ
シ
ヤ
マ
ノ
カ
ヤ
大
師
山
田
極

珠
洲
郡
紐

坂
な
る
大
師
山
の
老
岡
崎
は
、
弘
法
大
仰
が
此
の
地
巡

錫
の
際
吹
上
〈
越
坂
の
一
部
〉
の
助
右
衛
門
の
家
に
憩

ひ
、
食
事
の
後
答
を
地
に
如
し
た
の
が
活
着
し
て
、

右
憾
・左
様
の
二
梢
に
な
っ
た
の
で
あ
る
と

併
設
に

い
う
て
ゐ
る
。
左
右
と
い
ふ
の
は
、
そ
の
長
続
聞
の

照
子
の
外
接
の
簡
の
容
き
方
に
よ
る
の
で
あ
る
が
、

現
存
の
も
の
は
右
橿
で
あ
る
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の

に
、
れ
際
友
容
が
多
い
o

h
F
イ

ジ

ユ

太

g

i
ナ
ン
レ
イ
タ
イ
ジ
ユ
闘

は

-z
z
。

N
U
4，
A
配
綜

ダ

イ

シ

ユ

ウ

大

什

石
川
郡
側
側
提
宗
張
波

行
盤
等
の
品
川
O

天
明
初
年
の
頃
に
は
高
倉
政
府
に
於

け
る
凶
日
司
二
十
八
人
中
の
録
制
に
限
り
、
沈
政
三
年

六
月
級
制帥
析
に
泌
ん
だ
。 タ

イ

ダ
イ
ジ
ユ
メ
カ
ブ
ラ
大
衆
克
蕪
河
北
部
大
衆

犯
に
産
し
た
細
長
い
終
で
、
非
門
前
に
容
的訓
が
打
川
く
、

大
棋
の
抽
出
前
に
混
じ
て
悩
け
ら
れ
る
・も
の
で
あ
っ
た

が
、
明
治
の
初
年
か
ら
絶
滅
し
た
。

ダ
イ
ジ
ユ
メ
ガ
メ
プ
チ
マ
チ
大
衆
菟
滋
淵
町

ダ
イ
ジ
ユ
メ
ヒ
ラ
ヲ
リ
チ
ョ
ウ
大
衆
菟
平
折
町

金
制
仰
の
皆
川
名
。

大
衆品川
巾
泊
の
米
で
、
今
は
部
に

中
折
町
と
い
ふ
。
元
政
以
後
に
呼
び
初
め
た
町
名
で

あ
ら
・ヲ
。

ダ
イ
ジ
エ
メ
ポ
ウ
ズ
チ
ョ
ウ
大
衆
克
坊
主
町

中
枚
町
・下
牧
町
・平
折
剛
・大
衆
抱
緊
川
・大
探
知
紘
一
金
押
印
大
栄
町
出
の
う
ち
の
町
各
で
、
今
も
存
す
る
。
問

調
町
・大
衆
発
-X
川
町
・
大
衆
抱
七
山
・
大
衆
発
松
町
・
一
名
の
来
闘
は
明
ら
か
で
な
い
。

御
仲
間
同
・
大
衆
犯
引
披
町
は
智
大
衆
犯
白
川
と
呼
ば

一

ダ
イ
ジ
ユ
メ
シ
h
F
7
チ
大
衆
克
下
町

金
四
仰
の

れ
る
が
、
こ
の
場
合
の
民
は
匹
と
い
ふ
に
同
じ
い
。
一
都
町
名
。
大
衆
犯
新
町
の
次
に
お
か
れ
て
ゐ
る
が
、

ダ
イ
ジ
ユ
メ
大
衆
克
向
ル
山
部
小
援
庄
に
闘
す

一
今
は
山
肥
え
て
無
い
。

る
都
町
市
。
或
設
に
、
こ
の
地
方
は
大
利
春
日
制
耐
の

一

ダ
イ
ジ
エ
メ
シ
ョ
ウ
ザ
エ
モ
ン
マ
チ
大
衆
完
産

制
領
で
、
副
宮
韮
す
と
い
ふ
替
が
あ
っ
た
。
今
の
耐
宮

一
左
衛
門
町

金
仰
の
抽
出
町
名
。
甥
拠
問
に
、
封
筒
十

幸
村
は
共
の
治
で
、
附
近
の
談
判附
加
は
寺
品
川
の
談
議

一年
一
一
一
月
二
十
日
大
様
相
出
作
血
友
衛
門
川
よ
り
出
火
の附附

す
る
所
が
そ
こ
に
あ
っ
た
か
ら
の
名
で
あ
り
、
削
L
一
山
町
殺
せ
て
あ
る
。
こ
の
町
名
今
は
問
問
え
て
拠
.
い
。

て
大
栄
元
は
此
の
寺
の
大
栄
町
山
の
抱
仰
の
あ
っ
た
お
一

ダ
イ
ジ
ユ
メ
シ
ン
マ
チ
大
衆
発
新
町

金
拐
の

に
起
っ
た
地
名
で
あ
る
と
。
し
か
し
注
武
闘
年
卯
月

一
訪
問
名
。
大
米
先
鮭
川
の
次
に
告
か
れ
て
ゐ
る
が
、

廿

一
日
附
足
利
倉
氏
の
仁
木
義
有
に
奥

へ
た
下
文
に

一
今
は
阪
せ
ら
れ
た
。

大
志
目
と
普
い
て
ゐ
る
か
ら
、
前
訟
の
岱
否
は
判
ら

一

ダ
イ
ジ
ユ
メ
ス
ナ
ハ
セ
大
衆
菟
砂
走

金
採
の

な
い
o
叉
官
地
論
長
立
す
二
年
に
は
、『
跡
手
取
伏
見
・山

一
一
泊
町
名
で
、
或
は
大
衆
犯
片
原
則
と
も
呼
ん
だ
o
元

科
・浅
野
・大
衆
目
-
』と
見
え
る
o

一級
六
年
の
士
山
山
に
、
大
栄
町
出
砂
は
せ
と
見
え
る
も
の

ダ
イ
ジ

ユ
メ
オ
ウ
マ
ヤ
チ
ョ
ウ
大
衆
完
御
殴
町

一で
、
此
の
地
は
川
水
の
悦
に
あ
り
、
砂
を
統

L
指
せ

金
仰
の
川
名
で
、
大
衆
犯
御
山
内
鹿
川
と
J
h
m
U
い
た
。

一
司令
般
に
呼
ん
だ
の
で
あ
ら
う
o
X片
限
川
と
い
ふ
の

元
総
頃
の
記
録
に
は
ま
だ
見
出
ら
な
い
。
眠
方
仲
間
一
は
、
そ
の
家
屋
が
片
側
の
み
に
あ
っ
た
か
ら
漉
し
た

共
の
日
宅
が
あ
っ
た
お
の抑制
呼
で
あ
ら
う
。
今
は
御

一
も
の
で
、今
は
大
衆
抱
片
原
川
を
本
名
と
し
て
ゐ
る
。

仲
間
町
と
い
う
て
ゐ
る
。

一

ダ
イ
ジ
ユ
メ
生
テ
マ
チ
大
衆
克
竪
町

金
抑
の

ダ
イ
ジ
ユ
メ
オ
ホ
グ
z
h
J
Z
チ

大

衆

菟
大
組
組

一
町
各
。
大
衆
先
中
の
駁
丁
な
る
放
の
名
桝
で
あ
る
。

地

帯
政
中
は
大
訊
足
柄
が
三
組
あ
っ
て
、
共
の
一
一
こ
の
川
名
は
今
も
伐
っ
て
ゐ
る
。

組
を
大
衆
犯
の
大
組
と
抑
制
し
、
此
の
地
に
制
地
を
問

一

ダ
イ
ジ
ユ
メ
ナ
カ
ド
ホ
リ
大
衆
克
中
国国

金
揮

は
っ
て
居
住
し
て
ゐ
た
。
組
尾
犯
に
、『
大
衆
兎
大
組

一
の
川
名
。
金
屋
町
か
ら
大
衆
犯
の
地
域
に
入
る
中
央

々
地
、
延期
H

二
年
に
成
る
o
uu
時
の
一
肌
北
川
庄
右
衛
一
の
活
筋
な
る
が
般
に
、大
衆
犯
中
泊
り
と
呼
ば
れ
る
。

門
也
O
』
と
あ
る
。

一

ダ
イ
ジ
ユ
メ
ナ
ナ
マ
ガ
リ
大
衆
兎
七
曲

金
保

ダ
イ
ジ
ユ
メ
カ
タ
ハ
ラ
マ
チ
大
衆
克
片
原
町

一
の
町
名
。
大
栄
必
の
一
拐
で
、
こ
の
告
は
今
も
存
す

J
〆
イ
ジ
ユ
メ
ス
ナ
ハ
セ
大
栄
抱
砂
走
。

る
。

ダ
ィ
ジ
ヨ
ウ
大
常

ウ

越

前

屋
大
情
。

ダ
イ
シ
ョ
ウ
イ
ツ
キ
大
小
一
摸

〈一〉
下
川
見

弟

l
写
株
三
年
本
願
寺
隠
如
は
‘
下
附
筑
前
駅
努
及

び
そ
の
弟
良
部
少
納
創
刊
日
を
加
賀
に
下
し
て
花
開
御

妨
を
栄
せ
し
め
た
。
元
来
こ
の

一
一人
は
本
開
守
の
家

宰
で
あ
る
が
、
将
摺
足
利
義
附
の
之
を
御
供
米
に
加

へ
る
に
及
び
駁
倣
甚
だ
し
〈
、
政
械
を
協
光
し
て
俗

織
に
及
ぼ
さ
ん
こ
と
そ
期
L
、
訟
に
加
賀
の
一
授
を

煽
動
し
て
成
を
近
凶
に
鋲
は
ん
と
計
烈
し
た。

合
一
〉
大
小
一
伎
の
分
段

l
下
関
兄
弟

の
下
凶
す
る

や
、
そ
の
m
m
策
に
拭
い
て
三
山
の
大
坊
主

・
凹
制

ω

長
に
撚
っ
た
。
然
る
に
一
ニ
山
の
大
切
主
は
、
下
問
の

説
〈
所
が
本
阪
寺
の
数
百
に
背
〈
も
の
な
る
を

U
て

之
に
貸
せ
ず
、
四
都
の
長
も
三
山
と
芯
を
同
じ
〈
し

た
。
是
に
於
い
て
下
聞
は
本
提
寺

・
組
勝
寺
を
緩
い

て
己
の
旅
と
な
L
、
そ
の
制
限
す
る
腕
を
本
開
寺
の

命
に
よ
る
と
俗
り
、
之
に
刷
出
ぜ
ざ
る
も
の
キ
仏
敵
と

見
ね
ば
な
ら
ぬ
と
宣
言
L
、
交
字
数
次
に
及
ん
だ
。

是
よ
り
=
一
山
以
下
の
凶
栄
を
大
一
俊
と
い
ひ
、
下
問

金
掃
の
笛
町
名
。
大
栄
犯
の
地
峨
内
に
在
っ
た
が
、

今
は
燐
絡
し
て
僻
へ
ら
れ
ぬ
。

ダ
イ
ジ
ユ
メ
マ
キ
チ
ョ
ウ
大
衆
莞
牧
町

金
持

の
町
名
。
元
級
以
後
に
呼
び
初
め
た
町
名
で
あ
ら
ラ
。

今
は
大
衆
泌
を
冠
せ
ず
し
て
上
牧
町
・中
牧
町
・下
牧

町
と
い
ふ
。

ダ
イ
ジ
ユ
メ
ミ
ツ
ヤ
チ
ョ
ウ
大
衆
克
三
ツ
屋
町

金
拐
の
笛
町
名
。
大
脱
出
犯
の
地
域
に
臨
す
る
州
各
で

あ
っ
た
が
、
今
は
剖
悶
え
て
川
県
い。

ダ
イ
ジ
ユ
メ
ヰ
ナ
ミ
マ
チ
大
衆
克
井
波
町

金

制
附
の
川
名
。
町
内
に
越
中
引
抜
獄
中
市
寺
の
放
屈
が
あ

る
錫
の
稿
で
あ
る
。

ダ
イ
シ
ョ
ウ
大
小

J
タ
イ
ト
ウ
術
万。

ー
ェ

チ
ゼ

y
ヤ
〆
イ
ジ
ヨ

四
九

O


